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論 文 の 内 容 の 要 旨
（目的）
　近年、医療行為を評価する際、従来用いられてきた検査値や臨床所見などの客観的指標だけではなく、患
者自身の自覚的主観的指標および満足感が重要視されてきている。眼科領域では、視覚関連 quality of  life（以
下 QOL）の評価手段のひとつである the 25-item National Eye Institute Visual Function Questionnaire （VFQ-25）
質問表を使用して QOLを評価する報告が多くみられるようになってきた。
　本研究の目的は VFQ-25 質問表を用いて、下垂体腺腫（以下 PA）患者、裂孔原性網膜剥離（以下 RRD）
術後患者、および増殖糖尿病網膜症（以下 PDR）患者における視覚関連 QOLを明らかにすることである。
（対象と方法）
　PA患者についての検討では 154 名の PA患者と 81 名の健常者を対象とした。そのうち PA患者 77 眼につ
いては手術を施行した後の変化も測定した。RRD術後患者についての検討では、手術を施行された 51 人 51
眼と、健常者 46 名 46 眼を対象とした。PDR患者についての検討では、手術を施行された 51 人 51 眼と、
健常者 46 名 46 眼を対象とした。
　PA患者に対し、最高矯正視力、限界フリッカ値、静的視野を測定し健常者と比較した。また手術を施行
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点）は better-seeing eye の最高矯正視力およびコントラスト感度と有意な相関を認めた。術後3ヵ月の時点で、




























なった。本研究における VFQ-25 の測定は視覚に関連した QOLを定量評価できる検討法であり、今後ます
ますその重要性を増していくと考えられる。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究では視覚関連の Quality of  Life （QOL）をより正確に細かく把握するために開発された VR-QOLとい
う新しい評価方法を用いて下垂体患者における視覚関連 QOLについて手術前後で比較し、下垂体患者にお
ける視覚の障害を明らかにした臨床的に価値ある論文である。
　著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
